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平成２７年３月期の業績につきましては、預金・貸出金が順調に増加し、投資信託や保険
商品の販売も好調に推移しました。また、お取引先の経営改善が進み、与信関係費用が
縮小したことなどから、経常利益・当期純利益ともに増益となりました。経常利益に
つきましては過去最高益を計上しております。

住宅ローン残高
住宅ローン残高は、住宅販売会社との
連携強化等により、前期比４２８億円増加し、
６,２４２億円となりました。

中小企業向け貸出金残高
中小企業向け貸出金残高は、前期比３９７
億円増加し、９，０１０億円となりました。

貸出金残高
貸出金残高は、地域のお客さまの資金
ニーズに積極的にお応えした結果、前期比
１，００3億円と大幅に増加し、１兆８，２４８億円
となりました。
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預り資産
投資信託は、前期比１９３億円増加の１,１６０
億円、年金保険は、１０２億円増加の１,３３３
億円となりました。
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総預金残高
総預金残高は、個人預金の増加などから
前期比７44億円増加し、２兆２,899億円と
なりました。

（注）当行は主要な営業地域を千葉県内としておりますので、千葉県内の営業店舗の合計計数を
「県内」計数として表示しております。

グラフ等に記載の計数および解説文中の計数は単位未満切捨て表示となっております。
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※総預金残高には
　譲渡性預金を
　含めております。
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業績のご報告(単体)

ＲＯＥ（株主資本利益率）
実質業務純益ベースでは、前期比0.15
ポイント上昇の９．４７％、当期純利益ベース
では、前期比0.95ポイント上昇の7.19％と
なりました。

自己資本比率（バーゼルⅢ）
自己資本比率は、第一回第一種優先株式
について平成26年9月12日に全株式を
取得し、消却したことによる自己資本の額の
減少（50億56百万円）等の結果、前期比
0.46ポイント低下の8.14％となりました。

開示債権比率等（金融再生法基準）
お取引先企業とのリレーション強化、経営
課題解決への支援強化に取組んだ結果、
金融再生法基準の開示債権比率は前期比
０．４５ポイント減少の１．９７％、正常債権を
除いた「開示債権」の当期末残高は、前期
比６0億円減少の370億円となりました。

値が大きいほど株主資本の「収益性」が高い
ことを示しています。

ROE（実質業務純益ベース、当期純利益ベース）

ROE
（株主資本
利益率）

実質業務
純益
（当期純利益）

純資産の
部合計
平残

＝ ÷ １００×

当期純利益
当期純利益は、前期比３億３２百万円増加

し、８３億８５百万円となりました。
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経常利益は、前期比１８億12百万円増加

し、過去最高の１２４億４０百万円となりま
した。
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コア業務純益・実質業務純益
コア業務純益は、前期比１億９４百万円
増加し、１０９億９１百万円となりました。
実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前の
業務純益）は、経費の増加などから前期比
９億７0百万円減少し、１１０億４８百万円となり
ました。
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